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要
請
議
員
一
覧
（
敬
称
略
・
順
不
同
）【
面
談
】
衆
院　

民

・
森
山
浩
行
【
秘
書
対
応
】
衆
院　

民
・
辻
惠
、
稲
見
哲

男
、
辻
元
清
美
、
自
・
西
野
あ
き
ら
、
公
・
池
坊
保
子
、
社

・
服
部
良
一　

参
院　

民
・
梅
村
聡
、
尾
立
源
幸
、
藤
原
正

司
、
自
・
谷
川
秀
善
、
北
川
イ
ッ
セ
イ
、
公
・
白
浜
一
良
、

石
川
博
崇
、
山
本
香
苗
、
共
・
山
下
芳
生

　

協
会
・
保
団
連
は
、
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
医
療
の
実
現

や
、
被
災
者
の
医
療
費
一
部
負
担
金
免
除
の
延
長
・
継
続
、

消
費
税
増
税
中
止
、
医
業
へ
の
消
費
税
「
ゼ
ロ
税
率
」
の
導

入
な
ど
を
求
め
て
４
月
19
日
、
大
阪
選
出
の
国
会
議
員
に
要

請
し
た
。
下
井
戸
昭
介
副
理
事
長
、
杉
本
叡
・
中
西
幹
夫
・

中
村
新
太
郎
・
森
啓
各
理
事
、
永
田
悦
夫
顧
問
、
宮
本
辰
雄

監
事
が
参
加
し
た
。
５
月
20
日
の
「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

を
大
阪
連
絡
会
」
の
総
会
へ
の
出
席
と
西
成
区
の
生
活
保
護

受
診
制
限
方
針
の
撤
回
も
訴
え
た
。

　

面
談
し
た
森
山
浩
行
衆
院

議
員
（
民
主
）
は
、
消
費
税

増
税
に
つ
い
て
、
医
療
機
関

の
損
税
問
題
を
訴
え
る
と
、

「
消
費
税
の
掛
け
方
は
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
応

じ
た
。
請
願
署
名
の
受
け
取

り
に
つ
い
て
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
即
廃
止
に
は
応

じ
ら
れ
な
い
た
め
、
辞
退
し

た
い
」
と
述
べ
た
。
橋
下
徹

　

「
社
会
保
障
・
税
一
体
改

革
」
は
、
今
年
２
月
17
日
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
改

革
の
本
質
は
、
昨
年
、
野
田

内
閣
が
提
案
し
た
「
成
案
」

に
社
会
保
障
の
基
本
を
「
自

立
・
自
助
を
国
民
相
互
の
共

助
・
連
帯
の
仕
組
み
を
通
じ

て
支
援
し
て
い
く
こ
と
」
と

定
義
し
た
こ
と
で
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、
国
の
責
任
を
放

棄
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
改
革
メ
ニ
ュ
ー

も
未
曽
有
の
公
的
給
付
削
減

が
並
ぶ
。

　

医
療
で
は
、
外
来
受
診
毎

に
定
額
（
１
０
０
円
程
度
）

を
徴
収
す
る
受
診
時
定
額
負

担
、
高
齢
者
（
70
〜
74
歳
）

の
窓
口
負
担
引
き
上
げ
、
医

薬
品
の
自
己
負
担
増
な
ど
で

あ
る
。

　

介
護
で
は
、
要
介
護
認
定

を
意
図
的
に
３
％
減
ら
し
、

病
院
や
施
設
か
ら
患
者
・
利

用
者
を
在
宅
、
居
宅
系
サ
ー

ビ
ス
へ
と
追
い
や
る
方
向
が

示
さ
れ
た
。

　

年
金
は
、
支
給
開
始
年
齢

を
68
〜
70
歳
に
延
長
す
る
こ

と
や
、
一
定
所
得
者
の
年
金

へ
の
公
費
削
減
な
ど
、
ま
さ

に
給
付
削
減
は
未
曽
有
だ
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
生
活
保
護

の
基
準
の
改
悪
や
医
療
扶
助

の
有
料
化
な
ど
、
社
会
保
障

改
悪
メ
ニ
ュ
ー
は
、
枚
挙
に

暇
が
な
い
。

　

未
曽
有
の
給
付
削
減
と
一

体
で
消
費
税
率
を
10
％
に
引

き
上
げ
る
と
い
う
の
が
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
で
あ

り
、
貧
困
と
格
差
が
加
速
す

る
こ
と
は
疑
問
を
挟
む
余
地

す
ら
な
い
。

 

（
つ
づ
く
）

大
阪
市
長
が
進
め
る
西
成
区

の
生
活
保
護
受
給
者
の
登
録

医
制
度
で
は
、「
患
者
の
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
権
を
奪
う
や

り
方
は
法
的
に
問
題
な
い

か
」
と
尋
ね
る
と
、「
問
題

あ
る
。
ま
ず
は
実
態
把
握
が

必
要
だ
」
と
話
し
、
協
会
の

問
題
提
起
を
「
後
押
し
し
た

い
」
と
表
明
し
た
。

　

服
部
良
一
衆
院
議
員
（
社

民
）
秘
書
に
患
者
窓
口
負
担

軽
減
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
廃
止
を
求
め
る
署
名
20

筆
、
山
下
芳
生
参
院
議
員

（
共
産
）
秘
書
に
保
険
で
よ

い
歯
科
医
療
を
求
め
る
署
名

５
０
６
筆
、
消
費
税
増
税
中

止
を
求
め
る
署
名
65
筆
、
い

つ
で
も
安
心
し
て
受
け
ら
れ

る
医
療
・
介
護
の
実
現
を
求

　

臨
床
学
術
部
は
、
診
療
報

酬
改
定
で
適
用
範
囲
が
拡
大

さ
れ
た
接
着
ブ
リ
ッ
ジ
を
テ

ー
マ
に
生
涯
研
修
講
座
を
４

月
22
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で

開
い
た
。
矢
谷
博
文
氏
（
大

阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科

顎
口
腔
機
能
再
建
学
講
座
教

授
）
が
講
師
を

務
め
、
１
６
７

人
が
参
加
し

た
。

　

矢
谷
氏
は
、

こ
れ
か
ら
の
歯

科
医
療
が
目
指

す
も
の
と
し

て
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
の

実
践
で
最
小
の

生
体
侵
襲
で
最

大
の
治
療
効
果

を
示
す
こ
と
だ

と
述
べ
、
歯
科

臨
床
に
お
け
る

接
着
の
意
義
を
話
し
た
。

　

補
綴
は「
接
着
」抜
き
で
は

考
え
ら
れ
な
い
。
接
着
の
主

要
な
結
合
力
と
し
て
、
①
一

次
結
合（
化
学
結
合
）②
二
次

結
合
（
分
子
間
結
合
）
③
機

械
的
結
合
―
―
に
つ
い
て
説

明
。
歯
科
臨
床
に
お
け
る
接

着
に
は
機
械
的
結
合
力
と
分

子
間
結
合
力
が
あ
り
、
接
着

モ
ノ
マ
ー
に
は
リ
ン
酸
エ
ス

テ
ル
系
と
カ
ル
ボ
ン
酸
素
が

あ
る
と
紹
介
し
、
接
着
ブ
リ

ッ
ジ
の
有
効
性
を
述
べ
た
。

　

接
着
ブ
リ
ッ
ジ
の
適
応
と

し
て
、
原
則
的
に
１
〜
２
歯

ま
で
の
少
数
歯
欠
損
（
保
険

で
は
１
歯
欠
損
の
み
）、ブ
リ

ッ
ジ
の
検
査
に
は
支
台
歯
、

め
る
署
名
18
筆
を
託
し
た
。

　

要
請
後
、
議
員
会
館
内
で

マ
ス
コ
ミ
と
の
懇
談
会
に
出

欠
損
部
位
・
咬
合
状
態
・
口
腔

衛
生
状
態
に
つ
い
て
説
明
。

歯
冠
形
成
は
一
般
的
に
支
台

歯
は
可
及
的
に
エ
ナ
メ
ル
質

の
範
囲
内
で
軸
面
に
対
し
歯

軸
と
ほ
ぼ
平
行
に
、
グ
ル
ー

ブ
を
入
れ
る
こ
と
、
臼
歯
で

は
３
隅
角
を
囲
む
こ
と
、
上

顎
犬
歯
で
は
基
底
面
結
節
レ

ス
ト
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
、

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
た
。

　

セ
メ
ン
ト
に
は
ス
ー
パ
ー

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
医
療

へ
の
影
響
を
探
ろ
う
と
、
３

月
に
発
効
し
た
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ

の
実
態
を
学
ぶ
講
演
会
が
４

月
23
日
、
大
阪
市
内
で
開
か

れ
た
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
反
対
す
る

ウ
・
ソ
ッ
キ
ュ
ン
医
師
が
来

日
講
演
し
、「
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
韓
国

の
医
療
を
商
業
化
し
、
営
利

化
さ
せ
る
協
定
だ
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

は
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
よ
り
も
強
力
に

営
利
化
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
る
」
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
。
全
日
本
民

医
連
近
畿
地
方
協
議
会
が
主

催
し
、
約
30
人
が
参
加
。
小

澤
力
理
事
長
が
出
席
し
た
。

　

ウ
氏
は
、
米
国
の
狙
い
は

「
関
税
撤
廃
で
は
な
く
、
非

関
税
部
分
で
あ
る
社
会
保
障

制
度
の
撤
廃
に
あ
る
」
と
指

摘
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
医
療
分
野
の

影
響
と
し
て
、
①
医
薬
品
や

医
療
機
器
の
価
格
暴
騰
②
営

利
病
院
と
民
間
医
療
保
険
の

拡
大
―
―
を
挙
げ
た
。

　

韓
国
で
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
結

果
、
製
薬
会
社
の
影
響
を
受

け
や
す
い
第
三
者
機
関
が
医

薬
品
価
格
や
保
険
適
用
を
決

定
し
、
政
府
が
関
与
で
き
な

く
な
っ
た
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

薬
の
販
売
に
影
響
を
及
ぼ
す

特
許
条
項
ま
で
盛
り
込
ま
れ

た
。
ウ
氏
は
、
国
会
承
認
の

直
前
ま
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
内
容
が

隠
ぺ
い
さ
れ
た
こ
と
を
示

し
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
阻
止
す
る
上

で
、
交
渉
内
容
を
把
握
し
、

国
民
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要

だ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

席
し
、
診
療
報
酬
改
定
と
西

成
問
題
に
つ
い
て
交
流
し

た
。

ボ
ン
ド
か
パ
ナ
ビ
ア
を
使

い
、
前
歯
で
は
オ
ペ
ー
ク
タ

イ
プ
を
使
う
。
接
着
性
ブ
リ

ッ
ジ
の
リ
テ
ー
ナ
ー
部
（
接

着
冠
）
に
は
必
ず
サ
ン
ド
ブ

ラ
ス
ト
と
金
属
プ
ラ
イ
マ
ー

で
処
理
し
、
支
台
歯
側
に
は

リ
ン
酸
エ
ッ
チ
ン
グ
を
し
て

密
着
す
る
こ
と
な
ど
の
注
意

事
項
を
紹
介
。
最
後
に
、
参

加
者
の
質
問
に
答
え
、
講
演

を
終
了
し
た
。

未
曽
有
の
社
会
保
障
削
減

「
接
着
ブ
リ
ッ
ジ
」に
167
人

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
警
鐘

消費税増や生保問題で要請

狙
い
は
国
の
責
任
放
棄

矢
谷
氏　
〝
最
小
侵
襲
で
最
大
効
果
を
〞

韓
国
人
医
師
が
Ｆ
Ｔ
Ａ
語
る

「登録医」制度　与党議員「問題ある」

会場いっぱいの167人が参加した接着ブリッジ
講習会＝４月22日、Ｍ＆Ｄホール  　　　　　

４月度生涯
研 修 講 座

社会保障・税一体改悪メニュー

政府の「改革」案 15年度の公費負担の削減額など

外来受診時定額負担 1300億円減
医療給付費で4000億円減

医薬品の患者負担見直し（市販類
似医薬品の患者負担引き上げ） ―――

70～74歳の窓口負担を１割から２
割に引き上げ 2000億円減

外来患者数を５％減らす（25年度） 1200億円減

国保料引き上げにつながる市町村
国保の都道府県単位化 ―――

後期高齢者医療制度を廃止せず、
根本問題を温存 ―――

要介護認定者数を３％減らす（25
年度） 1800億円減

年金の支給開始年齢の繰り延べ
（65歳を68～70歳に） １歳引き上げで5000億円減

年金のマクロ経済スライド（物価
や賃金の下落以上に引き下げ） ▲0.9％で1000億円減

高所得者の年金減額（年収1000万
円以上） 450億円減

生活保護基準の改悪、医療扶助の
自己負担導入？ ―――

「共通番号制」を15年から開始 導入コストだけで6000億円

国会議員へ2012診療報酬改定2012診療報酬改定

③

狙い狙い
とと
本質本質


